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NHS-HF工法の施工

- ファミール南常盤平-

U.a.C.824.012.35:89.057.12

鈴 木 一 生*

要 約

先に技報1号で紹介した我社の高層プレ-ブ住宅建設システム- NHS-HF工法- は,その

後施工段階で様々な改良を加えながらおよそ1,000戸にのぼる施工実績を経て,ほぼ完成されたシステ

ムとなったO

本文は,当工法により食近竣工したファミール南常盤平マンション建設工事の施工報告である｡

目 次

§1. はじめに

§2. 工事概要

§3. 工事計画

§4. 施工要領

§5. 終 りに

§1.はじめに
高層住宅のプレ-7工 法の一つとして,H形鋼の柱梁

を主体に PC板を組合せたHPC工法があるが,これは

約15年位前に登場 し,その後,様々な改良と数多くの実

績を重ねてきた結果,今 日では各社がそれぞれ特色のあ

る独自のHPC工法を確立している｡

我社においても,HPC工法による高層プレ-ブ住宅建

設システムの開発は,約 7年前から既に始めており,延

べ1,000戸に達する施工実績を上げているOこの間,設計

施工両面にわたって種々の改良が加えられ,現在では西

松建設独自のシステムとしてほぼ完成されたものになっ

てきている｡

ここに,NHS-HF工法により建設されたファミール

南常盤平マンションの施工記録を紹介するo

§2.工事概要
工事名称 ファミール南常盤平建設工事

場 所 千葉県松戸市

規模構造 HPC造,地上13階塔屋2階

延床面積 19,234m2

最高軒高 36.1m

*九州(支)福岡(也)
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戸 数 3LDK(A) 191戸

3LDK(B) 35〟

4LDK 31〟

管理人室 1〟

計 258〝

工 期 着工 昭和52年11月

竣工 昭和54年 2月

設計 ･施工 西松建設株式会社

主な数量

延16ヶ月

杭 (アースドリル)96本 (1,000〆-1,400〆)

根切量 6,900m3 (GL2.7m)

コンクリー ト 2,950m3 (普迫l,750,軽量1,200)

型 枠 10,530m2 (基礎4,750,上部5,780)

鉄筋 (PC部材を除 く) 190t

鉄骨 530/∫

図- 1 配潰図
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S3.工事計画
3-1 クレ-ン

クレーンについては,建物形状,コスト面等を考慮し

て,大型クレーーン1基でまかなうよう計画したOクレー

ンを選定するに当り,吊上荷重,作業半径,作業高さな

どの前提条件があるが,当現場の場合は次の条件があっ

た｡

zRi松,iit設柁糾 ＼'()L.･う

写真-1 建物全景

最大部材重量 11.5tf(112,280N)

最大作業半径 21m

最大作業高さ 48m

作業スペース 13m

当現場においては,油圧式クローラークレーンKH300

(80t)を採用することにしたO

走行路については,クレーン荷重に対する安全性を第

-に,敷設及び撤去の作業性とコストを考慮して,木製

覆甲板,鋼製覆甲板 (メトロデッキ),コンクリー ト舗

装,砕石舗装,鉄板数の5種類について検討したOその

結果,一般部を鋼製覆甲板 (1,000×2,000×200)とし,

A棟からB棟への渡り走行路をコンクリー ト舗装とした｡

走行路の位置は,クレーン旋回芯よりカウンターウェイ

トまでの距離4.8mを確保して,バルコニー側に設けたO

その概要を図-5に掲げる0

3-2 搬入路

PC部材等の搬入路は,クレーン走行路と兼用しても

良いが,当現場では大量のPC部材を扱うため,荷取り作

業がスムーズに行えるよう別個に搬入路を敷設すること

にした｡

搬入路の仕様は,十分転圧した地盤上に鋼製覆甲板を

敷並べ,幅則ま4m としたO位置は,クレーン走行路を挟

んで平行に敷設し,両端にゲートを設けたが,敷地周囲

の区画整理事業の遅れもあって,実際にはB棟側のDゲ

ー トは使用できず,2棟の渡り走行路部に臨時ゲー トを

設けた｡また,ゲー トの幅は,前面道路の幅員が6m しか

なく,大型 トレーラーの進入が容易なように13m とし

た｡

3-3 ストックヤード

PC部材は原則として,オン･トラック方式 (トラック

からPC部材を直接クレーンで吊り上げ,建方を行う)で

行うことにしたが,不測の事態が発生した場合や15時以

降に搬入された部材をストックするために,搬入路脇に

ある程度のストソクヤー ドを確保したO置場は特に舗装
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図-5 クレーン及び走行路
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する必要もないので,全体を軟弱部分や不陸のないよう

十分転圧し,平滑に仕上げた｡

ストックスタンドは,コンクリー ト製のPC専用スタ

ンドとセグメントを利用した｡

ストソクスタンドの姿図を図-6に示す｡

PC城外上;,?
/

1㌢Al三E i-50Cl

∴二 二 二一~ 一二

図-6 ス斗 ックスタンド姿図

写真-2 ストソクヤー ド(B棟)

3-4 PC部材の輸送
建方を円滑に行 うためには,PC部材の輸送計画を事
前に十分検討 しておく必要がある｡当工事においては,

1層分のPC部材がAB棟合わせて約380ピ-スもあり,
限られたストソクスペースに何層分もの部材をストック

することは到底不可能であった｡そこで輸送計画に当っ

ては,建方速度,輸送車種,荷姿,数量等より1日当り

の輸送台数を割出し,その平均化を図ることが重要な課

題となる｡当現場では,PC工場 との輸送連絡を密にし,
工事の進捗状況や気象条件等によっては,建方はもとよ

りストックもできない状態が生じることもあるため,朝

に予定連絡,畳に確認連絡を行 うようにした｡

当工事における輸送台数の実績データを表-1に掲げ

杓松櫨波根靴＼て)L.3

る｡

なお､搬入に際しては､早朝輸送､現場付近の路上待

機もあるため､通行に支障のないように､また､近隣に

は騒曹等で迷惑のか ､らないように十分配慮しておく必

要がある｡

トラックからの荷降しは､危険が伴うので安全には十

分注意する｡

表- 1 輸送実績

車 種 総否数 戸当否数 Et当千T数

トレーラ- 124自 0.5台/冒 1.6台/E]

(ラーメン村)

qFlq口】■ ÷
(外 壁) (小 梁)

鳳 鳳

(室内スラブ)

図-7 輸送荷姿

3-5 サポー ト

PC部材の建込みに必要なサポー ト計画は,作業性に
大きく影響するため,事前に十分検討することが大切で

ある｡特に,サポー トの受け治具は,PC部材に埋込まれ
るため,工場製作にかかる前にあらかじめ検討 しておく
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必要がある｡当工事においては,図-10のようなサポー

トを使用した｡また,受け治具は,大梁 .間仕切壁にはM

16ボルト埋込み,玄関壁は電気用貫通スリーブを利用し,

スラブは吊上げ用フックを利用した｡スラブのフックは,

スラブ面より出るとモルタル補修の際切断しなければな

らず,下りすぎても床板金具のフックがかからなくなる

ため,スラブ面よI)3-5mm下った位置に埋込んだ｡

図-8にサポー トの配置,図-9にサポー トの詳細を

示す｡

lI ○ 且 ○○ す ○ ll 糞等妾童謡i哲2;+薫蔓妻妻鼓≦l+l諾2
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図18 サポー ト配置図

図-9 サポート仕様
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図-10 サポー ト姿図

3-6 建方資材

当工事に使用した建方治具及び消耗材料を表-2に掲

げる｡



NHS･HF工法の施工

秦-2 建方用治具一覧表

用 途 機器及資材名 放 免 愉 巧.

ストンク用資材 ストソクスタンド 13)左 耐'ff,i蟹.外車法.宗三内スラブ,玄関蟹糊
′J 12≠ ラ-メン材用(セグメント利用)

穫 仰 板 22枚 ストックスタンド用

端 太 角 50本 :lF梯用

坤 .管 180本 L-1.5m

捕 り 上 げtfi 典 チ;付ワイヤー 4本 L-7.0m
l′ lo奉 L-6.0m

/∫ 4本 L-4.0m ○63ltt芸 E o;9ラッチロック 2仰

// 4榊

吊 りフック 2仰 外与控用

シャックル 2州 26¢

/∫ 2佃 22¢

/∫ 4佃 16¢

// 2鵬 13¢

ワイヤーモツコ 2枚

マニ7ローフ○ 2本 L-10.0m

サポート用JfT PCサポートi100セット 取付用ボルトM16含む
外壁用サボ-ト 10仰1

潤 -;B/Li;機 皆誇 トランシット 1fi

レ ′ヾ ′レ 1チ; ●′∫スロ-フケスケ-ル(機械下げ振)スロープスケール 2fi
水 郷 皆斧 lfi

直 角 定 規 1fi

久子-ルテ-プ 1本 L-50.0m

朋 やE3絹ifi 柊 調転用ワイヤ- 4本 L-12.0m
∫ 4本 L- 6.0m

5本

レバーフナロック 2fi 2t

/∫ 1fr 0.5t

ジ ャ ッキ 2≠1> lらt

∫/ 1十.. 5t

パイプサポート 50本

調 軽 用資 材 ライナープレ-ト各100枚 20×4 R-3.2.4.5.6.9
∫/ 50枚 50×50 里.-12

ベニヤパッキン 500枚 20×30 ㊦ 3.2

′J 1000枚 20×30 ㊦ 9

∫′ 250枚 20×30 ㊦ 12

鍾 )I-用工 具 溶 接 機 4f; 交流アーク溶接槻 300A
fノ 2fi ノーガス交流半自動溶接機500A

オ ス工 具 4セット 醸素.アセチレン

'屯動レンチ 4fi H.T.B締付工具

リ-マ- 1+I

杓松竣設托槻V()L.■5

§4.施工要領
4-1 工 程

建方工程は,クレーン,搬入路,ストック,PC製造,

輸送等によって左右されるが工事全体の工程に大きく;読.3

響するため,十分な検討を行なわなければならない｡

当工事における建方計画は,過去の工事実績データ(檎

見川)をもとに,次のように算出した｡

実績 :日産建方戸数2戸,稼動率72%

計画 :延日数-275戸/ 2戸/ 0.72-191日

また,部材別建方時間数を推定すると次のようになる｡

部材i(.ラ -メン柏 小 治 玄関蟹 室内疎放 ブ ラケット外 壁 室内媒栖 言う

致 凝 12 ll 20 10 30 22 20 20 145

(註) ･数量は,当建物10スパン当りの部屋数｡

･時間数は過去の実績｡

上記の建方時間33時間に墨出し測定時間4時間を加え,

1日の稼動時間を7.5時間にすると,日産戸数は,

37時間/ 7.5時間- 5日

10スパン/ 5日- 2スパン- 2戸となる｡

故に,当工事の建方日数は6ヵ月と10日必要と推定し

たo

Lかし実際は,建方時間が以前の実績より短縮された

り,墨出しが建方と並行して行われたこともあって,約

1ヶ月短縮できた｡その結果,PC部材の製造が建方に間

に合わなくなり,製造調整のため建方休日を設けた｡

表-3に建方稼動率の実績を掲げる｡

表-3 建 方 稼 動 率

住 戸 数 管理 .電気室 ELV階段室 総 戸 数

項 目 稼動日数 比 率 稔戸数/撮劾日数

建 方 延 日 数 150日 100% 1.8戸川

休 日 日 数 21日 14%

製造 調 整待機休 日日数 6El 4%

クレー ン点検調 婆 日数 2日 l 2%

鉄骨 階段建 方調 整 日数 11日 7%

強風及び降雨による休止E]数 20日 13%

4-2 建 方

PC部材の建方は,次の順序で行った｡
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竜丑1).即日∫
(丑 ラー メン材 (十十の字 )

⑧ 即諾と1;.チ

(卦小IA
､す､∴.'vIL:､'
⑤ llFir勺峠枇
(む プラケ ント

⑦ 伽下･バルコニー外l:.t枇

⑧ 伽下･バルコニー11;板
⑨ ftIIL./･ヨイ/卜耶コンクリー ト才1

図-Il 種)用己明図

建方順序 (図一11参照)

1)ラーメン材 (サの字)

2)耐震壁

3)小梁

4)玄関壁

5)住戸内床板

6)ブラケット (バルコニー廊下)

7)外壁板

8)廊下 ･バルコニー床根

建方は,以下の要領で行った｡

1)ラーメン柑

建方前に柱鉄骨天端を測定し,それを基に各柱の

レベルライナーの厚さを決定して鉛直方向の誤差を

吸収する｡張間方向の芯ずれは,柱の建入れによっ

て調整し,桁行方向の芯ずれは,ウエブにボル ト穴

をずらしたスプライスプレー トを使用して調整した｡

部材は,柱,梁の順にボル トを入れ,サボ- トを

が ナてボル トの仮締めを行い吊りフックをはずす｡

次にサボ- トで張問方向の芯ずれを考慮し,建入れ

をスロープスケ-ルにて調整した｡

2)耐震壁

柱と耐震壁上部のジョイント(A部)のみ,仮締

140
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めする｡建入れは,ブレースジョイント (B部)位

置を確認し,調整を行った後キャンバーをかませる｡

総ての耐震壁の建込みが完了した後,大梁の適 i)

と柱の倒れを調整し,最後に耐震壁中央部のジョイ

ント (C部)にジャッキで調整後ボル トを差 し込む

(図-12参照)0

3)小梁

小梁上端が耐震壁の上端より下がらないように注

意して連込む｡

4)玄関壁

墨に合わせて壁を建込み,サポー トをかけた後吊

り7ックをはずし,建入れを調整するo鉛直方向は

ライナーを使用して調整する0

5)住戸内床板

位置決めは左右のクリアランスを測定し均等にな

るようセットする0

6)7う ケット

ウエブのみ仮締めをし,図-13のように水準器と

レバーブロックで鉛直方向のレベル調整複本締め

を行 う｡次に直角定規で水平方向の調整を行い,フ
ランジの本締めを行 う｡



NHS-HF工法の施工

図-12 耐震甥の建込み

図-13 ブラケットの建込み

7)外壁板

下階壁上部にレベルパッキン (ベニヤ)をセット

した後､両側の墨を目安に外壁を降す｡位置決めは,

ジョイントボルトの穴の位置と墨との振 り分けとし,

微調整はバールで行う｡また,下端の室外方向の出

は,木製キャンバーで調整する (図-14)C

外壁上部ジョイントボルトは,大梁と外壁を挟み

込むサボ- トを取付けた後,吊f)7ックを外し, 求

ルトを締め付ける｡

レベルパッキンの厚さは,大梁のジョイントボル

ト用インサー トの穴芯より,下層の外壁天端までの

距離を測定し,ジョイントボル トがルーズホールに

収まるように決める (図-15)O

llLi松4払馴絹i＼'川 :i

図-14

J≡二~~~~

= ~÷二

rJZr)～

図-15 外与;洋三ジョイントボルト

秦-4 レベルパッキン用ベニアの使用実績

ペ ニーヤの解 き 数 二道

3.2m 500ピ-ス

9 〝 1000 ′/

キ ンの呼み ベニヤの構成 城度

12mm 12 25%

15/∫ 9+3.2x2 50〝

8)廊下 ･バルコニー床板

先端の出入は基準量に合わせ,左右はブラケット

間のクリアランスを見ながら決める｡また,先端の

上下は,パイプサボ- ト又はジャッキによって調整

する｡

写真-3 ラーメン桐建入れ調整
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写実-4 耐震H,H/JL)J

写真-5 1Jl､囚71ラブ建 力

写真-6 外l;;;建 ノj

4-3 仮 設

1)妻側枠組足場

妻側には柱のボル ト締め,鉄筋組立,型枠建込,

妻壁吹付仕上等の作業足場 とLて,枠組足場を設け

た｡また,この足場は,建方時の安全用T-朝 を兼ね
ている｡

2)仮設手招

室外 71ラブに取E‖車する仮 設T･1酎 スタンション)

は,建込み前に トラック上でまたはストノク時に,

本設HfHjr/二置を掛 ナて取付けた｡
なお,室外スラブ建方完 ]′までは,税綱 (ワイヤ
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ロープ)を杵鉄骨ジョイントボル ト穴に適 し,建物

周囲に張 りめ ぐらして安全を確保した､､

4-4 ボル ト締め

や情火骨ジョイントボル ト締めは,建方時にウエブのみ

本締めを行い,フランジボル トを差 し込むだけにして,

耐震壁及び柱の建入れ調整複本締めを行った｡

大梁鉄骨ジョイントボル ト締めは,建方時に総てのボ

ル ト仮締めを行い,耐震壁及び柱の建入れ調整後,大梁

の通 りを確認して本締めを行った｡

小梁ジョイン トのボル ト締めは,建方時仮締め後,堰

次本締めを行った｡

4-5 防 水

1)外壁ジョイント防水

外壁の防水は,納 l)上,外壁を連込むと防水材及

びクッション材の取 り付けが非常に難しくなるため,

PCJ:.場内, トラック上或いはストック時に取 l)付

けた ｡

取 り付け作業は,先ずPC面にプライマ-を塗 り,

次に接着剤,防水紙 クッションの順で行った｡

矧坊水と水平防水のジョイン ト狛 ま,防水補強材

(A)を取 り付け必ず接続させたO クッション材は,外

壁の厚さよlH突くならないように貼ったO

なお,夏季に建方を行 う場合は,防水材のダレ等

のチェックを行 う必要があった (図-16)O

外望

図-16 外壁板ジョイン ト交差部

2)妻壁ジョイン ト防水

妻壁の防水も外壁と同様に行った｡

竪防水は,ジョイントのボル ト締めがあるため,

連込み後行った｡水平防水は,図-17の成形シ-ル

防水材(B)が外部-はみ出さないよ うに外面 よ り

10mmほど内側へ貼った (図-17)0

3)室外床板ジョイント防水

ジョイント部にゴム粉を入れ, タ-ルウレタンを

流し込/i,だ｡その際,周囲にタ-ルウレタンをたら

さないように,また上部にモルタルつめ厚さ50mm

ほど残すようにした (図-18)0
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図-17 ≡変堅ジョイント

図-18 室外床板ジョイント

4-6 型 枠

当工法で型枠の必要な個所は,柱及び大梁,小梁ジョ

イント部である｡

柱型枠は,PC部材で分割され,外部1ピース,室内は

大梁側 2ピ-ス,耐震壁2ピースの計 5ピースで構成さ

れている｡フォームタイはアングルを使用 して,董内側

は直角に製作したものを使用した｡(図-19)

建込みは,型枠墨に合わせ,PC板なりに組建てた｡PC

板に倒れがあった場合に掘れが出るため,柱を薄塗 りここ

法で仕上げ, 目立たないように調整した｡

大梁ジョイント部型枠の支持は,図-20に示すように

スラブ及び小梁よりパイプサポー トを使い型枠を支えた｡

小梁ジョイント部型枠は,図-21に示すようにスラブ

からパイプサポー トを立て,梁底型枠を支持 した｡また,

側型枠は上下 2本のセパレータ… とアングルのフォーム

タイで締め付けた｡

33233?
｢｢FL

長山
図-19 杵)附 Jl㌧

[?tl松,iiE.投托枇 VOl_.i

図-20 大梁型枠(ジョイント部)

スラ7

図-21 小梁型枠(ジョイント部)

4-7 コンクリー ト打設

柱及び大梁 ･小梁 ･室外スラブジョイントのコンクリ

- ト打設は,廊下,室内をシー トで養生 して,5インチ

のポンプ車で圧送 した｡

柱コンクリ- トの締固めは,木槌 と棒状振動機で行っ

た｡

室外スラブジョイン トのコンク))- ト打設は,先に

PC相に接着剤を塗 り,柱コンクリ- トと同時に行い,細

い棒で良 く突き固めた後,メッシュ筋を上から押 し込み,

鰻で平滑に仕上げた｡

なお,コンクリー ト打設前には,外壁と室外スラブの

隙間にバックアップ材を詰め, コンクリー トの流出を防

いだ｡

§5.終 り に
以上,NHS-HF工法の施工について,躯体工事を中心

に実績をまじえながら述べてみました｡この工事を担当

して,当工法の特長である施工精度,施工スピー ド,覗

場管理などの面では,確かに在来工法と比較できないほ

どの多くのメリットを享受しましたが,防水施工の難し

さ,建方調整時に発生するPC部材の欠けなど,現場管理

だけでは解決できない点も末だ見受けられました｡こう

した問題点を設計に7イー ドパックして,更により良い

ものを完成させたいと思っております｡

現場担当者としてはいろいろ勉強させ られましたが,

仕事はしやす く,今まで知らなかったことも多く学びま

した｡この経験を大いに生かし,これからの仕事に役立

たせたいと考えております｡

143


